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Ａ.事業計画

循環型社会の構築を目指し、行政・消費者・産業界が緊密な連携のもとに３Ｒ（リデュース：発
生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再資源化）活動を推進する。

資源の循環利用に貢献する活動を基礎として、サーキュラー・エコノミー（循環経済）の優良事
例となる活動、カーボンニュートラルなどの課題を同時に解決する活動なども対象とした広範な資
源の循環利用を推進し、表彰やセミナーを通じて紹介、情報共有を図る。

また、コロナ禍で加速するデジタル化など、社会のあり方に変化をもたらし、３Ｒとも関連して
くる可能性がある事項については注視して、必要に応じてセミナーなどで情報共有を図る。

協議会内部においても、事務書類等のデジタル化を進め、事務手続きのあり方などを継続的に見
直し、社会環境の変化に対して柔軟に対応できる仕組みを整えていく。

本年度は、次ページ以降のとおり事業を実施する。
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リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

１．リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰の実施

３Ｒ活動に率先して取り組み、継続的な活動を通じて顕著な実績を挙げている個人・グループ・
学校・事業所・地方公共団体等を表彰する「リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表
彰」を実施する。
協議会会員及び地方自治体等の推薦機関を通じて候補を募集し、有識者等による審査委員会にお

いて受賞者を選定する。
結果は冊子やホームページ等で公開するとともに、記者クラブや報道機関へ広報する。
表彰式は10月の３Ｒ推進月間に合わせて挙行する（10月下旬予定）。

また、募集及び審査に十分な期間を取るために、次年度（令和5年度）の表彰についても実施する
前提で、本年度内から募集を開始し、また必要な手続きを始めていく（主要スケジュールは次ペー
ジを参照）。

また、応募案件の拡大、受賞者の活動内容の効果的な普及啓発を図るための方策について、審査
委員会及び企画運営委員会にて検討を行う。

２０２２年度事業計画書及び予算計画書
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リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

１．リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰の実施（続き）

＜令和4年度（2022度） 表彰に関する主要スケジュール（実績及び予定）＞

（2022年）
1月17日 推薦募集開始（推薦機関への案内、ホームページ等で紹介）
2月18日 各省後援・大臣賞交付申請
4月18日 推薦募集締切
5月～8月 審査（書面審査、審査委員会における審議（2回予定））

10月下旬 結果発表（14時解禁）
10月下旬 表彰式
12月頃 次年度に向けての検討（審査委員会）

（2023年）
1月中旬 次年度の推薦募集開始
1月末 本年度表彰事業実施結果報告
2月中旬 次年度各省後援・大臣賞交付申請

２０２２年度事業計画書及び予算計画書
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リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

２．リデュース・リユース・リサイクルキャンペーンマークによる３Ｒの普及・促進

企業・地方自治体・市民団体・業界団体・学校等の３Ｒ実践活動や啓発・教育活動の場において
３Ｒのアイコンとして広く使用していただくことにより、３Ｒに対する意識の向上や啓発を図る。
キャンペーンマークの使用された事例は、ホームページで紹介する。
キャンペーンマークの存在を広く知ってもらえるように、表彰等の協議会の事業を紹介する機会

等を利用して、キャンペーンマークを紹介し、認知度の向上を図る。

平成28年度から毎年、全国の市区町村の資源循環に関する部署宛に、キャンペーンマークの紹介
ちらしを送っていた。ちらしは（一社）産業環境管理協会が環境学習のＰＲの案内を郵送している
ものに同封する形で送っていたが、同協会が本年度は郵送しないことになったので、この紹介ちら
しも本年度は送らないことにする。
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リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

３．活動強化策の実施

協議会活動を充実させるべく、活動強化策を継続する。内容は企画運営委員会で審議の上で実施
する。費用が発生する場合には、企画運営委員会の承認を得た上で「３Ｒ推進事業費」から支出す
る。
予算は、100万円とする。

活動に継続性を持たせるため、本年度に企画する活動強化策で、次年度4月から総会開催日までに
費用が発生する活動がある場合には、本年度の「３Ｒ推進事業費」予算の未使用額を上限として、
企画運営委員会で承認を得た上で実施し、その費用計上は次年度とする。

また、毎年継続して行っている活動において、次年度の準備が必要な作業については、次年度も
行うことを企画運営委員会の承認を得た上で、本年度から準備作業を始める。次年度の募集に係る
費用は本年度の募集にかかった額を目安として、その費用計上は次年度とする。
該当する例としては、「３Ｒ推進ポスターの制作・配布」がある。これらの募集のために十分な

期間を取るため、本年度内から募集を開始し、費用（主に印刷費と通信費）は次年度に計上する。
また、費用は発生しないが、「優秀３Ｒ推進活動発表会」の講演予定者の選定と打診は、本年度

内から作業を開始する。

２０２２年度事業計画書及び予算計画書
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リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

１）企画運営委員会

前年度に引き続き、協議会活動を充実させるべく活動強化策の具体的な内容の検討や意見交換を
行い、予算等を勘案の上で実施する。
また、以前から行っている３Ｒ推進功労者等表彰の応募数増加策についての検討も継続して行う。

２）優秀３Ｒ推進活動発表会

前年度の３Ｒ推進功労者等表彰の大臣賞受賞者を中心に受賞の取組や受賞後の発展について発表
していただき、行政所管、産業分野を越えて広く情報共有を図る（2022年度総会後に開催）。

（ご講演予定者）

２０２２年度事業計画書及び予算計画書

受賞名 受賞者名 備考

内閣総理大臣賞 ヤマダインフラテクノス株式会社 ①

経済産業大臣賞 ウエノテックス株式会社 ②

国土交通大臣賞 回転式破砕混合工法研究会 ③

国土交通大臣賞 公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団 ④

国土交通大臣賞 株式会社熊谷組 ⑤
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リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

３）３Ｒ推進ポスターの制作・配布

工場、工事現場、オフィス、流通などのビジネス現場や公共の場において事業者に３Ｒ活動の推
進を訴求する「３Ｒ推進ポスター」を制作し、10月の３Ｒ推進月間に合わせて会員団体、関係省庁、
表彰の推薦機関となっている地方自治体などに配り、３Ｒ推進の呼びかけのツールとして利用を呼
び掛ける。

ポスターのデザインは、デザインコンテストを開催して公募し、選考会で最優秀作品に選ばれた
作品を使用する（コンテストの選考は、企画運営委員、省庁ご担当者（任意）、グラフィックデザ
イナーなどにより構成される選考会で行う）。

作品公募の中で、専門学校などからまとめて応募されることがあり、これらの学校のカリキュラ
ムなどにおいて３Ｒを題材として取り上げていると思われる。このためコンテストでは、単にデザ
インを募集するだけでなく、応募することをきっかけにして３Ｒや循環型社会について考えを深め
る機会となるように３Ｒについての資料なども提供していく。

ポスターのデザイン公募時やポスターの配布時には、当協議会の会員団体、関係省庁だけでなく、
３Ｒ関連団体に協力を呼びかけて広報に努め、ポスターの利用促進に努める。

２０２２年度事業計画書及び予算計画書
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リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

４） ３Ｒ連絡会

行政、会員団体、その会員企業に対象を限定した情報提供の場とし、広範な３Ｒ動向の把握、交
流を図る。テーマについては、業界の資源循環の動向、法改正などの国内の動向、ＤＸ、カーボン
ニュートラルなど資源循環と関わる可能性の高い事柄の動向などについて情報共有を図る。
コロナ禍で集合形式での開催が難しく、ここ2年ほど開催できていないため、オンライン開催など

の新しい形での運営も検討する。

５）３Ｒ関連の機関や団体等との協業

３Ｒ関連の機関や団体との協業を積極的に行い、より広範な３Ｒの情報提供に努める。
協議会会員等が行っている３Ｒ関連イベントを後援したり、協議会ホームページで紹介したりと

様々な方法で３Ｒの情報がより広く伝わるよう努める。
また、出展や共催などを通じて、他の団体との情報共有や、企業等の３Ｒの取組などの情報収集

を行う。

２０２２年度事業計画書及び予算計画書
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リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

６）３Ｒ推進協議会事業活動の広報強化

様々な機会に協議会の活動の紹介を行う。
３Ｒ推進功労者等表彰については、優れた取組を広く集めるため、表彰制度の認知度をさらに高

める。３Ｒキャンペーンマーク、３Ｒ推進ポスターについては、３Ｒへの参画を呼び掛ける仕組み
として推進する。

また、集合形式でのイベントがほとんど行えない中で、ホームページでの発信を中心に、資源循
環・３Ｒの活動に役に立つ情報を発信・共有していく。

２０２２年度事業計画書及び予算計画書
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リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会
２０２２年度収支予算書（案）

自 2022年 4月 1日 至 2023年 3月31日

（単位：千円）

科 目 金 額 備 考

Ⅰ 収入の部
1. 会費収入 4,130 入会１団体、退会２団体

2. 前期繰越収支差額 5,447

当期収入合計（Ａ） 9,577

Ⅱ 支出の部

1. リデュース・リユース・リサイクル
推進功労者等表彰事業の実施

3,400 表彰式会場費及び運営費、審査委員会関係費、推薦要領・表彰結果冊
子印刷費・発送費用、審査結果送付費用、表彰状等作成費等

2. 3Rキャンペーンマークの普及 50 ＰＲ等費用

3. 企画運営委員会経費 0 交通費等は、各委員又はその所属団体が負担

4. ３Ｒ推進事業費
・ホームページ関連費
・優秀３Ｒ推進活動発表会
・３Ｒ推進ポスター制作
・表彰受賞者のその後の展開フォロー等

1,000 ホームページ関連費は、サーバーレンタル費用、ドメイン名使用料等

5. その他経費 50 理事会・総会開催費等

6. 事務局経費 0 上記1～5に係る事務局経費。
実際に発生する事務局経費は、協議の結果、産業環境管理協会が負担
する（人件費及び事務局運営諸費用）

7. 管理費 100 消耗品購入、封筒印刷費、事務通信費、振込手数料等（直接事務に係
る費用のみ。事務局運営諸費用を除く）

当期支出合計（Ｂ） 4,600

当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） 4,977 当期繰越予定額

Ｂ）予算計画
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